


十年に一本の日本映画が、もうすぐ完成します。

ぼくたちは、真剣に作りたかった。

そして、なにか大事なものを大切にしたかった。

あの頃、ぼくたちはまだいろんな意味で子供だったけれど、

日本には、日本映画で世界を感動させる監督たちがし、た。

あの監督たちのほうが、世界をボーダレスに考えていた。

あの監督たちが作る映画には、

たったー秒もいいかげんな気持ちのシーンはなかった。

おもしろいという以上に、すごいと思えた。

あの頃たしかに、日本の映画は、

世界が認めるエンターテインメントだった。

あの頃ぼくたちは、あの監督たちが

新しい映画をクランクインしたと知った時から待ちわびたし、

いよいよ公開の日には、

いちばんし、し、服を着て映画館にでかけていった。

そんな日本をもっいちど、ぼくたちが作りたいと思った。

おまたせしました、

十年に一本の日本映画が、もうすぐ完成します。
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プロデューサー/一瀬隆
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2007年夏、世界公開。
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